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九工大の半導体先端研究
教育の取組概要
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DX・デジタル化を支える半導体

DX、デジタル化はすべての産業の根幹。グリーン成長や地方創生、少子
高齢化などの課題は、デジタル化無しには解決できない。1

デジタル社会を支える基盤となる半導体産業の強化が必要不可欠。2

[引用：令和２年8月3日パワーエレクトロニクス等の研究開発の在り方に関する検討会

人間の頭脳の役割を果たす、IC（集積回路）。
人間の心臓の役割を果たす、パワーエレクトロニクス。３



半導体市場の概況
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デジタル革命を支える半導体市場は今後も右肩上がりで成長
（2030年約100兆円）。ボリュームゾーンでは、米韓台が市場を席巻。

[出展：Omdiaのデータをもとに経済産業省が作成]



半導体産業における日本の凋落
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日本の半導体産業は、1990年代以降、徐々にその地位を低下。

[出展：Omdiaのデータをもとに経済産業省が作成]



国の半導体産業復活の基本戦略
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Step1の取組として、JASM（TSMC、ソニー、デンソーの合弁）が
熊本にIoT用半導体の製造拠点を整備予定。
福岡には、パワーデバイス関連の企業が集積。

[引用：半導体・デジタル産業戦略の足元の状況と今後の方向性について、令和4年8月24日、商務情報政策局、デバイス・半導体戦略室 荻野洋平氏講演資料]



国の半導体人材の育成・確保に向けた取組
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[引用：半導体・デジタル産業戦略の足元の状況と今後の方向性について、令和4年8月24日、商務情報政策局、デバイス・半導体戦略室 荻野洋平氏講演資料]

熊本県にJASM（TSMC、ソニー、デンソーの合弁会社）を設立し、86億ドルを投
じて半導体製造を行うとともに、約1,700名の人材雇用を見込む。1

JASMの投資を契機に、半導体産業基盤の強化のため、設備投資支援・人
材育成・確保に向けた取り組みを推進。人材育成コンソーシアムを組成。2



4つの共同研究・社会連携講座

7

本学における半導体業界への貢献

長年かけて構築した、抜け目のない教育・研究・社会実装
の取組で、半導体業界の先端技術・人材バンクとして貢献。

材料からシステムまでを一貫させた効率的最先端研究と人材育成への展開

1

産学・官学で一体運営する講座を通じた社会実装の取組3

学生・企業人材だけでなく、教育を担う指導人材までも育成
2

基盤研究

応用研究

社会実装

材料 デバイス 回路 システム

学生

企業人材指導人材
教育



マイクロ化総合技術センタ―
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人で持てる・作れる・観察できる半導体ICの開発・評価環境を有する。1

デバイス設計、プロセス設計・プロセス統合、デバイス評価が可能な優
れた人材を有する。2

半導体製造工程を体験し、俯瞰できる技術者の養成カリキュラム。
⇒学生・企業人材だけでなく、教育を担う指導人材までも育成

大学から創出された最新理論にもとづく試作開発と評価。

四半世紀運営し続けられたマイクロ化総合技術センタ―



半導体分野での人材教育の推進①
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マイクロ化総合技術センタ―社会人講座「半導体デバイス製造プロセス」１
 クリーンルーム内で、自らの手によりMOSFETと簡単な理論回路を作製しながら、
半導体の微細加工技術の基礎を学べることのできる4日間のコース。

 企業人材だけでなく全国高専教員向けの指導人材育成や高専学生教育も実施。



材料からシステムまでを一貫させた最先端研究推進
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次世代パワーエレクトロニクス
研究センター１ ニューロモルフィックAIハード

ウェア研究センター２

 材料・デバイス・システムだけでなく独自
の評価装置開発まで行う、パワーエレクト
ロニクスの研究拠点。

 デバイス電流密度を飛躍的に向上させる新
たな設計指針を発見し、環境大臣賞を受賞。

 材料・デバイス・システムだけでなくアルゴ
リズム領域まで連携し、網羅的な研究を推進。

 「マテリアル知能」を核とし、超高効率・高
性能な脳型AI開発を推進。

 大型国家プロジェクトによる実用化を推進。

デバイス材料

システム

アルゴリズム

デバイス

システム 評価装置

材料



半導体分野での人材教育の推進②
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次世代パワーエレクトロニクス研究センターチュートリアル
 センター教員による企業の若手研究者や博士課程学生をターゲットにしたパワーエ
レクトロニクス基礎技術に関するチュートリアルを開催。

 2022年度は1コマ3時間×7回で実施。

２

３ 生命体生体機能応用専攻「G2E2セミナ」
 パワー半導体用ウェーハ技術から応用まで産業界の外部講師によるセミナー。
 半導体系企業、パワーデバイス応用としてのパワーエレクトロニクスなどについて
のレクチャーを実施。



半導体分野での人材教育の推進③
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半導体トピックセミナ―（3キャンパス連携大学院講義）：2013年開講４
 半導体に関連する様々なトピックを取り扱う講義。
 九工大に所属する11名の教員。半導体国内大手企業に所属する2名の外部講師、共
同研究講座の特任教授2名によるオムニバス講義。10年目。
担当教員（敬称略） 講義内容 分野

中村（飯塚） メモリLSIと応用 （分野：デバイス）
馬場（飯塚） CMOSプロセス技術 （分野：プロセス）
内藤（戸畑） 半導体表面ナノテクノロジー （分野：プロセス）
渡邉（若松） ダイヤモンド半導体の現状と将来 （分野：プロセス）
御福（飯塚）※ 固体材料デバイスと数値解析 （分野：デバイス）
山脇（戸畑） 再構成可能デバイスと応用 （分野：デバイス）
宮瀬（飯塚） LSIのテストとパワー解析 （分野：システム）
安部（戸畑） スイッチング電源の集積化技術 （分野：システム）
福本（戸畑）※ 高速インターフェース設計 （分野：システム）
久米村（若松） MEMSの医療・バイオ応用 （分野：ＭＥＭＳ）
矢吹（戸畑） MEMSと熱工学 （分野：ＭＥＭＳ）
坂本（飯塚） マイクロ流体デバイスの医療・バイオ応用 （分野：ＭＥＭＳ）
村上（飯塚） マイクロ機械振動子デバイスとその応用 （分野：ＭＥＭＳ）

佐伯氏（ソニーLSIデザイン㈱）※ 非帰還同期回路 （分野：回路）
岩本氏（キオクシア㈱）※ 半導体メモリデバイス （分野：デバイス） 12



本学の半導体分野への過去5年の就職実績
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企業名 採用人数
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング 54

ソニーセミコンダクタソリューションズ
（旧社名：ソニーLSIデザイン） 47

村田製作所 39

東京エレクトロン 17

ルネサスエレクトロニクス 16

ローム 12

SUMCO 11

キオクシア 8

ディスコ 1



半導体分野での産官学一体となった技術の社会実装
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SUMCO共同研究講座（2017年7月～）1 釜屋電機超高信頼性デバイス
共同研究部門(2019年8月～)

2

 高品質ウェーハの開発に欠かせない高精度
なウェーハ品質技術開発

 パワー半導体やウェーハ技術動向の共有化
 シミュレーション技術のウェーハ―開発上

の問題解決への貢献

上野精機次世代先端技術共同研
究講座(2022年4月～)

3 半導体産業イノベーション推進
連携部門(2022年4月～)

4

 世界的メーカに認定された検査装置に次世
代AI技術を実装、他

 北九州市の公益財団法人北九州産業学術推
進機構（FAIS)と九州工業大学の社会連携講
座。

 半導体人材育成の実施。

 IoT用/車載用電子部品の高信頼化・製造効率化
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本学における半導体業界への貢献

長年かけて構築した、抜け目のない教育・研究・社会実装
の取組で、半導体業界の先端技術・人材バンクとして貢献。

材料からシステムまでを一貫させた効率的最先端研究と人材育成への展開
⇒ニューロモルフィックAIハードウェア研究センターの取組

1

産学・官学で一体運営する講座を通じた社会実装の取組
⇒上野精機次世代先端技術共同研究講座について3

学生・企業人材だけでなく、教育を担う指導人材までも育成
⇒マイクロ化総合技術センタ―の取組

2
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